
産業建設常任委員会

常任委員会の活動

平
成
22
年
７
月
５
日
に
、長
野
県
上
田
市
の
地
産
地
消
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
先
進
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

9月定例会（平成22年第7回　9月7日～22日）
公
明
党

日本共産党 新政
クラブ
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阿賀野市監査委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 同
意　帆苅剛氏が平成22年8月31日をもって監査委員を退職したため、後任に福住つゆ子氏を選任したい。

平成21年度阿賀野市一般会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
認
定　決算額歳入総額201億7,923万2,583円、歳出総額196億4,309万3,109円、差引額5億3,613万9,474円。差引額のうち翌年度へ繰り越すべ

き一般財源（繰越明許費繰越額）1億1,391万円があるため、実質翌年度への繰越額は4億2,222万9,474円。
平成21年度阿賀野市国民健康保険特別会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

認
定　決算額歳入総額44億5,361万6,931円、歳出総額48億8,946万3,559円、差引額4億3,584万6,628円の赤字となった。赤字の補填は平成22

年度の歳入を繰り上げて充用した。
平成21年度阿賀野市老人保健特別会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 認

定　決算額歳入総額2,907万5,743円、歳出総額2,770万3,600円、差引額137万2,143円、翌年度へ同額繰越。
平成21年度阿賀野市後期高齢者医療特別会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 認

定　決算額歳入総額7億578万1,331円、歳出総額6億9,987万1,979円、差引額590万9,352円、翌年度へ同額繰越。
平成21年度阿賀野市介護保険特別会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 認

定　決算額歳入総額36億95万1,648円、歳出総額35億5,193万2,475円、差引額4,901万9,173円、翌年度へ同額繰越。

賛
否

会　　　派

議　　　員

議　　　案

平成21年度阿賀野市公共下水道事業特別会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 認
定　決算額歳入総額22億9,912万7,620円、歳出総額22億8,958万5,023円、差引額954万2,597円、翌年度へ同額繰越。

平成21年度阿賀野市集落排水事業特別会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 認
定　決算額歳入総額8億708万5,789円、歳出総額7億9,314万3,058円、差引額1,394万2,731円、翌年度へ同額繰越。

議　席
番号順

　

上
田
市
は
長
野
県
の
東
部
に
位
置
し
、
平
成
18
年

3
月
に
、
上
田
市
、
丸
子
町
、
真
田
町
、
武
石
村
が

新
設
合
併
し
て
現
在
人
口
約
16
万
人
を
擁
し
て
い
ま

す
。
北
は
菅
平
高
原
、南
は
美
ヶ
原
高
原
に
囲
ま
れ
、

昼
夜
、
冬
夏
の
寒
暑
の
差
が
大
き
い
典
型
的
な
内
陸

性
の
気
候
に
加
え
、
晴
天
率
が
高
く
年
間
平
均
降
水

量
が
約
９
０
０
ミ
リ
と
全
国
で
も
有
数
の
少
雨
乾
燥

地
帯
で
す
。こ
の
少
雨
多
照
な
気
象
条
件
を
生
か
し
、

水
稲
、
果
樹
、
花
き
な
ど
の
ほ
か
、
高
冷
地
で
は
野

菜
が
生
産
さ
れ
、
菅
平
高
原
地
区
の
レ
タ
ス
、
上
田

地
域
の
ト
ル
コ
キ
キ
ョ
ウ
な
ど
地
場
農
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

旧
上
田
市
か
ら
、
市
長
の
政
策
の
柱
と
し
て
地
産

地
消
を
推
進
し
、
合
併
後
に
お
い
て
も
生
産
者
、
消

費
者
、
流
通
業
者
、
Ｊ
Ａ
等
で
上
田
地
産
地
消
推
進

会
議
を
立
ち
上
げ
、
こ
の
推
進
会
議
が
20
年
10
月
に

策
定
し
た
上
田
市
地
産
地
消
推
進
基
本
計
画
に
基
づ

き
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
は
、
生
産
者
、
流
通
業
者
、
Ｊ
Ａ
、

栄
養
士
等
に
よ
る
推
進
会
議
学
校
給
食
部
会
で
供
給

拡
大
に
取
り
組
み
、
重
量
ベ
ー
ス
で
23
年
度
に
地
元

農
産
物
利
用
割
合
45
％
を
目
標
に
生
産
組
織
体
制
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
で
生
産
さ
れ
る
農
畜
産
物
及
び
そ
の

加
工
品
を
積
極
的
に
使
用
す
る
事
業
者
を
認
定
す
る

地
産
地
消
推
進
の
店
認
定
事
業
は
、
21
年
度
に
旅
館

等
18
件
の
認
定
を
行
い
、
今
後
は
飲
食
店
や
小
売
業

等
へ
拡
大
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

直
売
所
を
核
と
し
て
地
産
地
消
を
推
進
し
、
市
内

に
約
40
箇
所
の
直
売
所
が
定
着
し
て
い
ま
す
。「
う

え
だ
食
彩
館
ゆ
と
り
の
里
」
は
、
安
全
・
安
心
な
地

元
農
産
物
の
消
費
拡
大
と
通
年
生
産
に
よ
る
地
域
農

業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
地
産
地
消
の
拠
点
と
な
る

モ
デ
ル
直
売
所
と
し
て
16
年
10
月
に
市
が
整
備
し
、

売
上
額
は
年
間
3
億
円
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

上
田
市
の
地
産
地
消
の
取
り
組
み
は
市
長
の
強
力

な
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
に
よ
り
、
消
費
者
の
農
産
物
に
対

す
る
安
全
・
安
心
志
向
の
高
ま
り
や
生
産
者
の
販
売

の
多
様
化
が
進
む
中
で
、
消
費
者
と
生
産
者
を
結
び

付
け
る
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。地
産
地
消
は
、

地
域
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
を
地
域
で
消
費
し
よ
う

と
い
う
活
動
を
通
じ
農
業
者
と
消
費
者
を
結
び
つ
け

る
取
り
組
み
で
あ
り
、
消
費
者
が
生
産
者
と
「
顔
が

見
え
て
話
が
で
き
る
」
関
係
で
農
産
物
・
食
品
を
購

入
で
き
る
機
会
を
提
供
し
、
地
域
の
農
業
と
関
連
産

業
の
活
性
化
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。
消
費
者
の
地

場
農
産
物
へ
の
愛
着
心
や
安
心
感
を
深
め
る
こ
と
に

よ
り
消
費
を
拡
大
し
、
ひ
い
て
は
地
元
の
農
業
を
応

援
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
食
育
の
取
り
組
み
と
連

携
し
て
消
費
者
と
生
産
者
が
相
互
に
理
解
を
深
め
、

信
頼
関
係
を
構
築
で
き
る
よ
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。

○
閉
会
中
の
継
続
調
査
（
12
月
定
例
会
ま
で
）

⑴
県
事
業
要
望
箇
所
に
つ
い
て


